
全日本デリバリー業安全運転協議会の皆様には、平素から従業員の交通事故

抑止活動を積極的に推進されているほか、地域の安全・安心を確保する活動に

も御参加をいただいていることに、敬意を表するとともに感謝を申し上げます。

貴協議会は、平成 5年の結成以来、無事故・無違反運動への参加、安全運転

実技講習会やセーフテイコンテストの開催等、参加・体験 。実践型の交通安全

教育に取り組んでおられ、今後の交通安全活動についても大いに期待申し上げ

るところです。

この度、店長用の「交通安全運転マニュアル」が改訂されましたが、このマ

ニュアルは、店舗の車両運転者に対する安全運転の指導方法から事故防止に関

する基礎知識まで幅広く掲載しつつも、要点を押さえてコンパクトにまとめら

れた内容となっておりますことから、デリバリー業の第一線において活用され、

配達に従事される方々の交通事故抑止と交通安全マインドの形成に大きく寄与

するものと御期待申し上げます。

警察といたしましては、今後とも貴協議会と連携を密にして、交通事故抑止

対策を強力に推進してまいりたいと考えておりますので、皆様方のよリー層の

御支援と御協力をお願い申し上げます。

終わりに、貴協議会の諸活動が、交通事故の抑止に大きく貢献されますこと

を祈念いたします。

平成 25年 3月

警察庁交通局交通企画課長

廣田耕一

平成 5年にピザ等宅配業安全運転管理協議会として発足した当協議会は、業

界の発展と社会における宅配歓迎の風潮から、当初会員となられたピザ等の宅

配業者に限らず多種の業界から多数の企業が参加される様になり、平成14年度

の総会で団体の名称を「全日本デリバリー業安全運転協議会」に変更し、企業

界に対して交通安全管理の徹底を期することになりました。

この教範は、各地の講習会で講師をお願いした警察官の先生方から大変ご好

評をいただいておりますが、会員店舗の増加に伴い、この度増刷が必要になり

ましたので、警察庁交通局交通企画課長の廣田耕一様に新版の序文をお願いし、

改訂版を発行することに致しました。

各社におかれましては、全ての店舗に配布することは勿論、社内の講習会に

おける教科書としてもご採用くださり、交通安全管理の強化にお努めくださる

ようお願い致します。

平成25年 3月

全日本デリバリー業安全運転協議会

理事長 浅野 秀則
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